
　

※重点目標

　　　　　重点目標
①課題に対し、個人あ
るいは他者との協働に
よって主体的に解決に
取り組む探究的な姿勢
やそれに必要な基礎学
力の定着を図る。

　　　　　重点目標
②基本的生活習慣を身
に付けることに努め、特
別活動の充実を図る。
また、社会の一員として
の自覚を醸成し、積極
的に参画する。

　　　　　重点目標
④自他の心身と環境を
大切にする生徒の育成
を図る。

　　　　　重点目標
⑤生徒の主体的な学び
を支える学習・情報セン
ターとして図書館機能
の充実を図る。

　　　　　重点目標
⑥ＰＴＡ・同窓会活動等
とも協働しながら、本校
の教育活動について積
極的に発信し、保護者
や地域との連携を深め
る。

※具体的取組
取組は１つか２
つまで
a(取組)

目標：

b(取組)

目標：

具体的取組
ａ主体的に課題解決に向か
う姿勢や学力をつけ、「探
究的な学び」を推進してい
くような授業や指導法を研
究する。
目標：授業改善等の取り組
みに関する評価指数80％以
上
ｂ.目標を意識させ、個に
応じた適切な課題を与える
などし、学習習慣の確立を
図る。
目標：学習習慣確立につい
ての評価指数
80％以上

具体的取組
a　様々なルールを自ら守
る意識を醸成し、規範意識
や多様性社会に適応する力
を身に付けるための支援を
行う。
目標：学校のルール遵守に
関する評価指数
80%以上
b　生徒会活動、ホーム
ルーム活動、部活動などの
学校における特別活動や校
外のボランティア活動の積
極的参加を通して、自主性
を育む。
目標：特別活動及びボラン
ティア活動への積極的参加
に関する評価指数
80%以上

具体的取組
a ポジティブ教育を推進
し、自他を尊重するととも
に心身の健康を保持増進で
きる生徒の育成を図る。
目標：心身の健康管理に関
する評価指数85％以上

b 学習環境整備のため毎日
の一斉清掃の徹底を図る。
また、安全で美しい環境を
維持することに努められる
生徒を育む。
目標：環境整備への取組に
関する評価指数90％以上

具体的取組
a 読書の場にとどまらず、
学習・情報センターとし
て、また生徒の「居場所」
として、多様な利用ができ
るような環境作りに努め
る。
目標：図書館利用度に関す
る評価指数75％以上

b 読書を通じて豊かな心情
と幅広い知識を身に付けさ
せるため、生徒のニーズに
合わせた資料を収集してい
く。
目標：図書館資料の充実に
関する評価指数75％以上

具体的取組
ａ本校の学校教育の現状に
ついて、ＰＴＡや同窓会、
地域活動等の機会をとらえ
て積極的に発信する。
目標：ＰＴＡや同窓会、地
域等への発信や連携に関す
る評価指数
70％以上
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（独自項目）
5図書整備

業務改善のための取組 人権教育の推進

※項目ごとに重点目標を設定する。    重点目標 ※共通項目以外に、学校の独自項目を設定する。

（独自項目）
6広報活動、

PTA・同窓会活動

　　　　　重点目標
③積極的に進路研究を
行い、進路学習や探究
活動への主体的な参加
を促すことで進路実現
を図る。

具体的取組
a キャリア教育や、探究活
動、進路情報の提供等を通
して、生徒が進学や就職に
真剣に向き合うように促
し、進路を実現させる支援
をする。
目標：進路実現に向けた取
り組み評価指数75％以上

b「今⇔未来手帳」等を活
用し、プラン＆リフレク
ション（計画と振り返り）
のサイクルを身につけさせ
る。
目標：生徒が計画と振り返
りを行った評価指数75％以
上

・残業時間月４５時間以内を意識し、早出遅出の活用、週１日以上のノー
残業デーを推進する
・前例踏襲ではなく、行事や業務の意義を確認する視点を共有する
・会議等のペーパーレス化、効率的なデータ管理によるＤＸ化を推進す
る
・業務を複数、チームで推進して、業務スキルの向上を図る

・年間指導計画に基づき、各教科およびホームルーム活動を中心とした特別活
動において他者理解、命の重み等の指導に積極的に取り組む
・いじめや不登校の未然防止と初期対応に取り組むためアンケート等のデータ
を活用し、「適応指導・いじめ対応委員会」を機能的で継続的に対応する
・ポジティブ教育を発展させ、「自他の尊厳を慈しむ心」と「自己肯定感」をさらに
醸成する

※項目数
学校裁量

（共通項目）
１ 教育課程・学習支援

（共通項目）
２ 生徒支援

（共通項目）
３ 進路支援

（独自項目）
4保健管理


